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 2024 年には「平成 30 年 7 月豪雨」で被害を受けた園地の復旧を終

え、いよいよ今年からは収量も増加し、収入も上昇傾向になると期待

していました。収入保険の保険金を受け取るようなことにはならない

だろうと思いましたが、万が一に備えて加入しました。 

 加入初年、カメムシの大量発生と記録的な酷暑の影響で収穫量が大

幅に減少し、予想に反して保険金を受け取ることになりました。春先

は花も多く摘果も間に合わないくらいの実がなっていましたので、ま

さかこのような状況になるとは想像もつきませんでした。 

 また収入が増えると見込み、設備投資などもしていたので大きな損

失でした。保険金で翌年の管理などを行うことができ、助かりました。 

 農業は自然災害の影響を受けやすく、近年は酷暑も多くなっていま

す。生育が順調でもいつ不作になるか分かりません。今までは技術で

対応できていたことが対応できなくなっている気がします。安心して

農業を続けていくために収入保険を継続加入していくつもりです。 
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